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１. はじめに

　本工事の施工箇所は、山形県の北部に位置する最上郡大蔵村で堤防強化を行う工事です。

堤防強化を行う白須賀堤防は、最上川の中流域に位置し、松尾芭蕉の俳句にも詠われた

「五月雨をあつめてはやし最上川」で有名な日本三大急流に数えられる河川であり、当時の俳句からも、

最上川の増水時は急流であることがうかがえます。

大蔵村白須賀地区は、平成９年６月に梅雨前線と台風の影響による大雨で出水し、白須賀地区が浸水する

被害が出たと記録に残っております。

現在の白須賀堤防は平成１２年から暫定形による堤防が整備されましたが、近年の地球温暖化に伴う異常気象

により、想定外の出水に対応した危機管理型ハード対策が必要となります。

図－1　位置図 ※Googleマップより 図－2　危機管理型ハード対策イメージ

２.工事概要

工事名　　 平成28年度　最上川中流白須賀地区堤防強化工事

発注者 国土交通省　東北地方整備局　新庄河川事務所

工事箇所 山形県最上郡大蔵村白須賀　地内

工事内容

護岸基礎工 プレキャスト基礎　H=500　L=685m、H=700　L=234m

法覆護岸工 連節ブロック張り　A=1831m2

護岸付属物工 斜め小口　L=926m

最上川中流白須賀地区堤防強化工事における安全対策について
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３.安全に対する取り組み

（１）現場固有の安全対策について

①　堤防利用者への安全対策

1）　「保育園児の安全対策」　～大蔵保育所への工事説明及び連絡体制確立～

　白須賀堤防の近くには大蔵保育所があり、工事の理解を得るため施工前に保育所へ出向き工事の

説明を行いました。その際、白須賀堤防は天端の大半が舗装されており歩きやすいため、散歩コースと

園児を歩かせていると聞きました。

　通常の工事区間は立入禁止とする場合が多いが、園児の散歩時間に合わせた工程調整を行い

できるだけ工事区間の開放を行い、工事のイメージアップを図りました。

　好奇心旺盛な保育園児の安全対策として、下記の対策を行いました。

・保育所と常にコミュニケーションをとり、事前に散歩時間を把握することで、工事の進捗を

妨げないように工程調整を行いました。

・施工範囲は危険が多いため工事説明会を実施し、公共事業の重要性と安全に対する

取り組みの説明を行いました。

・現場内の危険箇所はひらがな看板を作成・設置し危険箇所の明示を行いました。

写真－1　工事説明

1.工事概要説明

2.保育園児の散歩コースの確認

3.連絡先の確認

4.保育所年間行事の確認

5.建設業の現状説明

1.工事場所の説明

2.工事概要説明（公共事業の必要性）

3.工事材料の説明

4.使用機械の説明

5.現場安全対策の説明

2）　堤防利用時の安全対策～建設業イメージアップに伴う安全対策～

　大蔵保育所とコミュニケーションを取って行く内に、保育園児が建設機械に関心を持って

いることが判り、日程調整を行い現場体験会を実施しました。

　当日は30℃を越える炎天下でのイベントでありましたが現場での熱中症対策を活用し、

参加者全員の安全を確保しました。

※　現場説明会資料

写真－2　危険箇所明示

写真－3　現場説明会



写真－5　ウォーターサーバー

・保育園児の堤防散策のタイミングに合わせ、クレーンなどを安全な

場所に移動し作業風景などを安全に見学できるように配慮しました。

写真－6,7　保育園児による現場散策

※園児の感想

見ているだけで楽しい

おおきい

クレーンの運転手になりたい

　等々でした

②　架空線切断事故の防止

　現場出入口の旧大蔵橋付近には、肘折まで伸びる電力線・通信線が堤防を横断する形で架空線がある

こと。また、現場中間には排水樋管への電力を供給する架空線があることを現地踏査により確認した。

1）　「異常の早期発見」　～簡易ゲートによる安全対策（警報センサーの設置）～

現場出入口の簡易ゲートへ警報装置を取付、架空線切断を未然に防ぎました。

写真－8　簡易ゲート

写真－9　警報装置

※簡易ゲートのセンサー端部

に警報装置を取付、センサー

作動時は大音量の警報音が

なるため、架空線接触前に

異常を早期発見できます。

（ゲート通過時は最徐行）

図－3　平面図

写真－4　簡易テント
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2）　「危険状態の防止」　～架空線付近での作業時は監視人員の配置（架空線接触の未然防止）～

写真－10　クレーン作業時 写真－11　BH作業時

※クレーン作業時は堤防天端から

架空線とクレーン先端を監視

※BH作業時は堤防法尻で

ブーム先端部を監視

3）　「工事の進捗」　～架空線への防護管設置+トータルステーションを使用した架空線位置測定～

　架空線への防護管を設置することにより、架空線の視認性が良好となり、安全性が向上しました。

また、防護管を設置したことにより、トータルステーションのノンプリズム機能による測定が可能で、

架空線の正確な位置情報が得られるため、より安全性が高く作業効率の高い機種選定が可能となり、

遅れを生じること無く、工事を進捗することができました。

写真－12　架空線位置測定

計測データを基に図上でシミュレーション行い、施工箇所に最も安全な

機械を選定し、作業の進捗を図った。

4.まとめ

　当現場は、白須賀地区を水害から守る堤防であるため、排水樋管が2基、近くには多数の人家・耕作地が

あるため、架空線等の施工上支障となるが、一度架空線等の切断事故が発生すれば、多大な社会的損失が

発生する現場でありました。

　また、「保育園児への安全対策」として大蔵保育所とは工事説明会を皮切りに、夏は現場体験会、秋は稲刈り

体験と現場散策、何かと暗いイメージが付きまとう建設業ですが、建設業と触れ合った園児の笑顔で、明るい現場

環境となり色々な考えを出し合える職場環境が、無事故・無災害での工事完了の大きな要因であると思われます。

現場では「異常の早期発見」「危険状態の防止」「工事の進捗」の3つのテーマを作業従事者全員で取り組み、

工期内で無事故・無災害の工事完成が、当たり前ですが最大の成果であります。

写真－13　工事イメージ看板と保育園児 写真－14　保育園児達と記念撮影

　最後に、様々な問題点が施工当初からありましたが、適切な判断・

助言・ご指導を頂いた鳥越出張所、新庄河川事務所の皆様方に感謝とお礼を申し上げます。

※　図上シミュレーション

架空線監視員 架空線監視員

上部防護管

下部防護管

架空線

0.7m3級（ロングアーム） 0.7m3級（2.0ｍサヤ管仕様）

架空線
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